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概要 
  近年、コンピュータグラフィックス（CG）を中心
に人工現実感（仮想現実感、バーチャルリアリティ）
の技術が発展してきている。今までは、人間の視覚に
仮想世界を提示するディスプレイの研究や製品の開
発が主に行われてきたが、これからの人工現実感で
は、これらの仮想世界を触覚・力覚に感じることが必
要とされてきている。 
 
 
本研究では写真のような、実際には存在しない物
体を操作者が見ることができ、また手に取り付けた
ロボットで、その仮想の物体を持った時の重さや表
面の摩擦を感じることができるシステムを開発して
いる。このような装置は、設計段階での操作感の確
認や医療、スポーツ用の訓練、アミューズメントな
ど様々な分野への応用が期待される。 
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